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 ２００８年２月、ＳＶ２００４では「スポーツボランティア入門説明会」を開催しました。「興味はあるけれどどんなものか知りたい」「い

ろんな種類があるようなので違いを聞きたい」など、初めての人には複数のスポーツボランティアの活動をわかりやすく、既に活動していて

領域を広げたい人には特色をもった４つの組織について説明しました。その中で、実際にサポートを受けるアスリートも登場し、ひときわ参

加者の注目を集めたのが「スペシャルオリンピックス日本・宮城」の説明でした。今回はその全国で行われている活動の一端を紹介します。 

→ 「スポーツボランティア入門説明会」については http://www.miyagi-sports.net/sv2004/に報告を掲載しています。 

＜スペシャルオリンピックス (SO)とは＞ ～  あなたができることでの“ボランティア"をお待ちしています 

  知的発達障がいのある人たちの自立と社会参加をめざして、日常的なスポーツトレーニングと、その成果を発表する場である競技会を提供する国際的

なスポーツ団体です。設立のきっかけは、今から４６年前、故ケネディ大統領の妹ユニス・ケネディ・シュライバー夫人が自分の知的障がいの姉ローズマリ

ーとほかの知的障がいの人のために、自宅の庭を開放してデイ・キャンプを行ったことでした。泳いだり走ったりしたことのなかった人たちにスポーツの楽

しさを味わえる機会を提供したい、スポーツを通じて知的発達障がい者と共生できる社会をつくりたいというものでした。 

   その後、ケネディ財団の支援を受けて組織化され、第１回ＳＯ夏季世界大会がシカゴで開催されました。ＳＯの活動は全米から世界へと広がり、８８年

には国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）より「オリンピック」の称号使用を認められました。スペシャルオリンピック“ス”が複数形なのは、世界中いつでもどこでも

活動していることからです。現在、その輪は世界１４８の国と地域に広がり、１５０万人のアスリート、１００万人のボランティアが活動に参加しています。 

   日本でも全国各地に地区組織があり、アスリート約６５００人、ボランティア約２００００人が年間を通じて活動しています。 

 （スペシャルオリンピックスでは、参加する知的発達障がい者を「アスリート」と呼び、その家族「ファミリー」、「ボランティア」が一緒に活動しています） 

 ＜スペシャルオリンピックス日本（ＳＯＮ）・宮城の歩み＞ 

  ＳＯＮ・宮城は、９５年に全国で６番目の地区組織として発足し、翌年冬季ナショナルゲーム（アルペンスキー）を宮城県蔵王町えぼしスキー場で開催。

０３年３月にはＮＰＯ法人格を取得し、現在アスリート１５０人、実施プログラムは１５競技に取り組んでいます。 

◆ 現在行われているプログラム ◆ 

ボウリング・体操競技・水泳・バスケットボール・陸上競技・テニス・バレーボール・卓球・フィギアスケ

ート・アルペンスキー・クロスカントリースキー・スノーシューイング・サッカー・ボッチャ・社交ダンス 

                                   ＜SO でﾎﾞﾗﾝﾃｨｱしてみませんか＞  

アスリートたちは、自分たちと共に活動してくれるコーチを待っています 

                                  スペシャルオリンピックスは、アスリートと共にスポーツプログラムを楽しむコーチ・ボランティアとして、

どなたでも活動できます。スポーツが得意でなくても、競技の経験がなくてもＳＯのゼネラルオリエン

テーションとコーチクリニックを受ければ、どなたでもコーチとして参加できます 

第４回ＳＯ日本・冬季ナショナルゲーム・山形より       《スポーツボランティアは、どなたにでもできます》 

 ◆よくある質問にお答えします！  「アスリートに指導するとなると、本格的な競技経験が必要では？」 

 Ƃ技術指導は、ヘッドコーチが中心となって行います。ですから競技経験がなくてもまったく問題ありません。初心者でもたくさんの人が参加しています。 

  「アスリートケアには養護学校の先生のような知的発達障がい者の専門知識が必要では？」Ƃ先輩コーチがアスリートに関する必要最低限の知識をお

伝えしますので、現時点での専門知識は必要ありません。  

 「ボランティアの仕事はスポーツ主体で、スポーツが苦手な私には向いていないのでは？」Ƃアスリートに応援や拍手をするだけでも立派なボランティア

です。マネージャーとして 運営業務のみの参加も大歓迎です。 

  《１年間に、９ｄａｙｓのボランティアです！》    １回のトレーニング時間は、約２時間です。 ひとつのプログラムは週１回で８回連続して行われ、９回目に

競技会（発表会・記録会）が開催され、アスリートの成果を讃えます。 

 ＜会員になってください＞ 

 スペシャルオリンピックスは、コーチ・ボランティアとして、アスリートとして、ファミリーとして、いつでも 

 どなたでも会員になれます、又、活動できない方でも賛助会員として応援いただけます。 

 ［チャリティＢＯＸを置かせてください］ 

 お一人おひとりの小さな志が、とても大きな支えになります。 

 お店や飲食店または会社のカウンターなどにチャリティＢＯＸを置かせてください！ 

 ＢＯＸは１個からお届けいたしますので、ご連絡ください。 

 【 このページはスペシャルオリンピックス日本・宮城の協力で作成しました 】 

スポーツボランティアの交流情報紙 
発行 ＳＶ２００４ （宮城県仙台市） 

発行日 ２００８年１０月１５日 （月１回発行） 

私たちはスポーツボランティア活動を応援します 

 詳しくは、下記にお問い合わせください。 

 

 NPO 法人スペシャルオリンピックス日本・宮城 

 〒９８０ĭ００１４ 
仙台市青葉区本町３ĭ５ĭ２２  宮城県管工事会館２Ｆ 

 ０２２ĭ７１１ĭ６８３５     ０２２ĭ２６４ĭ４８８８ 
公式ホームページ http://www.son-miyagi.jp/ 

 ｅ－ｍａｉｌ info@son-miyagi.jp 

※ 全国各地にもＳＯのネットワークがあります。 
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スポーツボランティア・リーダー研修会参加報告 

 このＳＶニュースの創刊号でもある３月号で特集した「東京マラソン」、その日本最大規模のイベントの誕生を働きかけ、更にその運営をボ

ランティアとともにサポートしているのが「笹川スポーツ財団」です。今年の東京マラソンは２月１７日（日）に開催され約３万人のランナ

ーを１万人を越えるボランティアがサポートしました。スタートからフィニッシュまで、事前の準備段階から終了後の清掃活動まで、今や東

京マラソンはボランティアやそれを取り巻く都民のボランティア精神無しには成り立たないといっても過言ではありません。一方、全国で継

続的に活動している多くのスポーツボランティアにとって、活動の中でどのように仲間とコミュニケーションをとり、より良い成果につなげ

るのか、ボランティアリーダーの役割はますます大切なものとなりつつあります。しかし、ボランティア全体はもとよりリーダーを対象した

研修はほとんどないのが実態でした。そこで、東京マラソンに参加したボランティア仲間から情報をいただき笹川スポーツ財団が主催する「ス

ポーツボランティア・リーダー養成研修会」に参加しました。 

＜参考＞ ◆ 笹川スポーツ財団ホームページ  http://www.ssf.or.jp/ 

◆ 研修会ページ http://www.ssf.or.jp/wk_sem/200806_volunteer.html 

【 スポーツボランティア・リーダーの役割 】 

冒頭の講師はマラソンランナーとして３回のオリンピックに出場し、現在は東海 

大学教授の宇佐美彰朗氏。近年、スポーツイベントの運営に携わり、サポートす 

る存在としてボランティアの存在が重要なものとなっており、「自発性・無償性・ 

公益性」が特徴であること。リーダーの役割では右欄の基本的な考え方に立ち、 

「主催者とボランティアのかけはしとなること」が求められるということでした。 

そのため一般のボランティアよりも経験をつむことや、多くの知識を持ちイベン 

トの目的をはじめ全体像を把握したり、基本的なルールの確認と何よりも主催者 

の意図を知ることが大切となります。 

【 ボランティア・リーダーの心得 】 

では役割を果たすための基本的な（最低限の）心得、ということで事務局の方か 

ら説明があったのは、（１）準備に力をいれる（２）あいさつは大きな声で（３） 

モチベーションが上がる環境作り（４）ボランティアメンバーへの気配り（５） 

自らがイベントを楽しむということでした。 

【 コミュニケーション技法 】 

                        講義編の最期はリーダーとしてボランティアの仲間と接するために必要な、コミュニケ

ーションの技法を（財）日本レクリエーション協会の東さんから教わりました。見知ら

ぬ人同士を短い時間で打ち解けさせるアイスブレークのゲームは、絶えず笑顔がこぼれ

る内容でした。遊びながら「相手の目を見ること、笑顔を作ること」などコミュニケー

ションの基本が身につくことは簡単ではありませんがとても重要なことだと感じました。

もちろん、その日初めて会った参加者が、その後連れ立って昼食に向かい、午後の実技

もなごやかに行われたことはいうまでもありません。 

 

【 実習編 】 ～ マラソン大会を題材にした体験学習 

                        ここでは場所を皇居桜田門に移して、マラソン大会を想定した体験実習を行いました。

事務局からは大枠の役割は指定されるものの、分担や細かい約束事、トラブルへの臨機応変な

対応などは参加者・チームに任せられるということで、「スタート編」「コース編」「ゴール編」

の３種類を行いました。たとえば「スタート編」では、受け付けの案内・受け付け・荷物の預

かり・スタートラインへの誘導・スタートなどの役割があり、選手役の参加者が、突然外国人

に扮したり、トイレの場所をたずねたり、預ける荷物に金塊が入っていると言って係りを困ら

せたりと互いの知恵比べとなりました。ひとつの実習が終わる都度事務局からは、何が良かっ

たのかのコメントがあり（余程のことがない限り悪かったことの指摘はなく、良かったことに

終始したのもポイント）、リーダーとして様々な想定をする姿勢が自然と身につく内容でした。 

【 レポートの提出 】 

今回の参加者は主催団体から「スポーツボランティア・リーダー」として認定されます。けれどそのためには、単に研修を受けたということ

だけではなく、「スポーツボランティアとはどういうものだと考えますか」「スポーツボランティア・リーダーとしての行動目標について」と

いうレポートの提出・審査があるのです。こうした一連の研修の手法はとても参考になるものでした。残念ながら今年の研修会は既に終わり

ましたが、自分たちの活動を見直すため機会があれば参加してみてはいかがでしょうか。   【 写真は笹川スポーツ財団提供 】 

このページはさまざまなスポーツボランティアの活動情報を掲載しています。 【 笹川スポーツ財団  】 

◆ スポーツボランティア・リーダーとは 

 多くのスポーツイベントでは、沢山のボランテ

ィアが関わり、イベントを支えています。スポ

ーツボランティア・リーダーはイベントの内容

をよく理解し、主催者をサポートしながら、ボ

ランティアをとりまとめていきます。的確な指

示や判断はもちろんのこと、ボランティア参加

者が気持ちよく活動できるよう、また、ボラン

ティア一人ひとりの能力を生かせるように導

く役割を担うのが、スポーツボランティア・リ

ーダーです。 
＜養成講座募集要項より＞ 




